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On Study for "Gangi", the Pier of the Old Japanese Harbor
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Abstract
As for the wild "Gangi" in Japanese "goose tree", it means the state that the group of the

wild goose flies in the sky, and a stairs-shaped pier of old Japanese harbor. This report was

showed the result of investigation of the remains the old pier of the harbor on inland sea

"Setonaikai." And it commented on the piers at the place where it was named "gangi."

1。 序

菱垣廻船・樽廻船など言葉で代表される江戸時代における内航海運、その創生期に発

展を支えた和船の研究は、残された図面などから多数行なわれている。そして、その研

究成果は、書籍としても多数が出版されている。これらの研究は、図面として残された

船の構造などから行なわれたものであり、実物大模型を復元し操縦性能実験も行なわれ

ている。(1999年 帆走実験の後に、「なにわの海の時空間」に展示保存している。)しか

し、江戸海運を別の方面から支えたであろう船頭の操船技術、港湾施設に関する研究は、

資料的が文字として残されたものが少なく、時間の流れの中に埋もれ、十分な研究成果

が出ているとは言えない。

江戸時代における和船操船技術の一つとして、瀬戸内海の船路 (航路のことであり、

海路とも呼ばれる)を調査している中で「がんぎ」という言葉に突き当たつた。瀬戸内

海の沿岸一円において和船を接岸するところを意味し、現在の「桟橋」に当る意味を持

つている。そこで、各地の残る江戸時代の湊跡 (多 くの場合、現在の漁港などになつて

いる)を訪ね、江戸時代の船着場について調査した。今報告は、十分な結論が出たもの

ではないが、今までの調査研究の成果をまとめたものである。

2。 「がんぎ」とは
「がんぎ」とは 「雁木」 と書き、大空を並んで飛ぶ雁の群れの様子か ら「ぎざぎざし

た形のもの」を示す言葉である。死後にな りつつあるようだが、家屋内の階段を意味す

る地方もある。

*商船学科 2003年 9月 12日 受付
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2.1出会い

山口県柳井市に残 る旧商家の街並み「白壁の街並み」の保存会事務局長である国森氏

か ら、船を留めるための施設 「がんぎ」とい う言葉を聞いた。国森氏か らは 「白壁の街

並み裏を流れ る柳井川は、江戸中期まで商家に直接船を着ける事の出来る桟橋があつて、

当時の繁栄を伝 える「がんぎ」が残 る。当時、どれ くらいの大きさの船が入つて来てい

たか調べてほ しい。」 との依頼を受けた。依頼の対 しての調査研究の成果は、柳井川の

埋立ての歴史 として既に公表
(1)し ているが、その時以来、「がんぎ」 とい う言葉の響き

が頭に残 り、機会があるごとに調査を行なっている。

2.2言葉の意味

図 1は広辞苑に示 された 「がんぎ (雁木 )」 を抜粋 したものC)で ある。本調査研究の対

象は「②船着場の階段のある桟橋」であるが、後に示すがスロープになっている船着場

を「がんぎ」と呼ぶ ところもある。図中の挿絵にある雁木棚の形状は 「がんぎ」の意味

するところをハ ッキリと示 しているもので、何処かの旧家で見たような記憶がある。

また、家屋内の階段を意味す る説明はない。 しか し、旧家では階段の側面に引き出 し

が付いていることがあ り、階段の側面が雁木形状を していることか ら階段を意味するこ

とも想像できる。

〔雁 本 棚〕

図 1 「広辞苑」に示された「がんぎ」 (文献 (2)よ り)

図 2は摂津国の名所を絵で示す 「摂津名所図会」に描かれた 「安治川橋」で多数の廻

船で賑わ う大坂安治川橋付近が描かれている。現在の大阪中央卸売市場のある大阪市此

花区野田及び港区川 口付近である。当時か ら全国の産物を集めて商いす る場所であつた。
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その中に船着場の 「がんぎ」が描かれている。その部分を右に拡大 した。階段状の水辺

に廻船が係留 されて荷役作業が行われている様子が描かれている。図 3は大坂商人の仕

事の様子を絵で示す 「商人生業鑑」には、船着場の雁木に横付け している伝馬船 (沖合

に停泊 した廻船か ら荷を積替えて岸に運ぶ舟)か ら盛んに陸揚げする様子が描かれてい

る。

図 2 大阪安治川橋付近の船着場 (右は拡大図)

(摂津名所図会 =文献 (2)よ り)

図3 江戸時代の大坂での荷役風景

(「 商人生業鑑 (東京国立博物館蔵)」 より)

船着場に何故階段が必要であつたのか。それは、潮汐の影響 を受けて停泊中の廻船の

舷側高 さが変化するために、荷役作業に不便であ り、舷側の高 さに応 じて渡 り板を架け

る高 さを変化 させ るためと考えられ る。その形がぎざぎざの階段状になっていたために

「雁木」 と呼ばれた。

2.3柳井り||の 「がんぎ」

国森氏が示 した柳井川に残る「がんぎ」の一つを写真 1に示す。現在の柳井市の市街

地中央にある宝来橋脇に残 る「がんぎ」である。石積みの様子か ら古い 「がんぎ」であ

ることが想像できるが、建設の時代を特定す る資料はなく、時代は不明である。「がん

ぎ」横には石灯篭がある。

貴
'り
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写真 1 柳井川宝来橋脇の 「がんぎ」 と石灯篭

図 4に示す柳井市図書館蔵の寛文御領内絵図 (寛文 8年 =1669年 )に よれば、当時の

柳井川河 回は現宝来橋付近であ り、「がんぎ」の上に立つ灯篭は、柳井津 (湊 )に 出入 り

す る船に津の位置を知 らせ る常夜灯であると考えられ る。また、姫 田川河 口(現在の柳

井川 との合流部)付近までが柳井津であったことがわかる。当時の海岸地形は湊 として

の機能を発揮 していたような形をしている。しか し、現在は埋立て られてお り、桟橋 と

しての 「がんぎ」があったとしても、その様子を窺い知ることは出来ない。宝来橋脇の

この 「がんぎ」が当時か ら存在するものであれば、名残の 「がんぎ」であることは想像

できる。

3。 瀬戸内海に残る「雁木」
江戸時代の瀬戸内海航路において重要な中継地点である要所には、当時の 「雁木」の

様子が窺える階段状の船着場跡が残 るところがある。その幾つかを紹介する。

3.1輌の浦

広島県福 山市の輌の浦は、奈良時代か ら瀬戸内海航路の要所 としての歴史がある。江

戸時代には北前船の寄港地 として、昆布やニシンが陸揚げされ、地場の畳表、船具、保

命酒などを運び出す商業港であつた。輌の浦には、現在 も江戸時代の港湾施設の 4点セ

図 4 寛文御領内絵図 (模写図)の一部 (柳井市図書館蔵 )
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ッ トである「常夜灯 =灯台の役 目をする灯篭」、「がんぎ・波止場」、「焚場 (た でば)=
船の修理場」「船番所 =出入 りする船 を監視す る」が揃 う貴重な江戸時代の湊遺跡であ

る。「がんぎ」の上には、船を繋ぎとめる 「つなぎ石」もある。

写真 2は、現在の輌港の奥に残 る 「常夜灯脇のがんぎ」 と「つなぎ石」である。奥に

焚場跡 と言われ る砂浜が見える。 この 「がんぎ」は文化 8年 (1811年 )の もの と伝 えら

れている。

写真 2 福山市輌の浦の 「常夜灯 とがんぎ」 と「つなぎ石」

3.2下蒲刈

広島県呉市沖に浮かぶ下蒲刈島は、朝鮮通信使の宿場 として有名なところである。そ

の地理的条件か ら江戸時代の貴重な廻船寄港地であった。江戸時代初期に、福島正則が

幕命によりここに本陣を設置 し、海駅を設け、長雁木 (地元では福島雁木 と呼んでいる)

を建設 させた。現在は、下蒲刈三之瀬は漁港 としてのみ活用 されてお り、当時の構造を

残 した湊遺跡 と考えられ る。本陣跡は下蒲刈町役場庁舎になってお り、その前に長 さ約

55.5メ ー トルの 「がんぎ」がある。階段は 14段 あるが築かれた当時は 11段だった と

い う。 (写真 3)

写真 3 「長がんぎ」(下蒲刈町)

一な
一
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3.3尾道

尾道駅前の南、川のよ うな海である尾道水道は、古来よ りの海上交通の要所である。

江戸時代初期には北前船の寄港地 として栄えた。かつては、尾道水道の各地に「がんぎ」

を見ることが出来たが、駅前の再開発 とともに海岸が整備 され、江戸時代を しのぶ 「が

んぎ」の姿は見えな くなった。 しか し、その所々に若干の姿を見ることができる。 (写

真 4)

写真 4 尾道水道に見 られる「がんぎ」の名残

3.4「がんぎ」の名残を示すもの

この他にも、瀬戸内海沿岸の海上交通の要所 とされている湊跡には、「がんぎ」が存

在 していたであろうと考えさせるものが残つている。

山口県防府市の中関港では、向島側に幾度 となく積み重ね られた石積みの中に、古い

階段状をしたものが側面か ら見えるところがある。江戸時代までの中関湊は、埋立て ら

れ市街地 となつているが、向島 との間を中関と呼ばれ る。これは周防 3関 (下 関・中関、

上関)の一つで瀬戸内海航路の要所であつた。

山口県岩国市の錦川湖畔にある「八百新酒造」は清酒 「雁木」を製造 している。これ

は、ホームページにおいて、その由来を「われわれが造る酒 と原料米は錦川の上流か ら

下つてくる船で運ばれ、ここか ら水揚げされていま した。」と述べ、その原点である「雁

木」を新造酒の銘柄 として名付けている。 10年 ほど前の河川整備工事で、「がんぎ」は

取 り除かれて堤防 となつている。

4。 階段状ではない「雁木」
東海道の宿場町 「舞阪宿」として発展 してきた静岡県舞阪町は、浜名湖今切 国の今切

渡 しを抱える宿場町である。今切渡 しの舞阪宿側の渡 し船場 として「雁木」が存在 した。

渡 し船場は利用す る階層によつて 3区分 され、最 も北にある 「北雁木 (写真 5)」 は大

名用 として使われていた。「中 (本 )雁木 (写真 6)」 は武家用、「南雁木 (渡荷場)(写

真 7)」 は庶民用 として、また、荷物の積みおろしに使用 された。 (舞阪では 「がんぎ」

とは読まずに「がんげ」と言 う。北雁木側の舞阪町教育委員会が設置 している史跡説明

には「雁木 とは階段状になっている船着場のことを言 うが、地元では 「がんげ」と昔か

ら言つている」との説明があつた。)明暦 3年 (1657年 )か ら寛文元年 (1661年 )にかけて

壼
―
ガ
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構築 された。写真でもわかるように常夜灯が設置 されていたものと考えられる。

読み方はともかくとして、江戸時代初期に作 られた舞阪宿の船着場に対 して 「雁木」

を名称 として使われている。このことは、階段を意味する「雁木」ではなく、船着場 と

しての意味を持つ 「雁木」が瀬戸内海から伝わつたものではないかと想像できる。

5。 江戸東京博物館に見る船着場
東京にある江戸東京博物館には、江戸時代の庶民生活の様子を展示 している。その中

で、「隅田川 と両国橋西詰」のパ ノラマ展示には、江戸時代の船着場 と考えられる 3つ

写真 5 北雁木 (静岡県舞阪町 )

写真 6 中 (本)雁木 (静岡県舞阪町 )

写真 7 南雁木 (静岡県舞阪町 )
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の船場がある。写真 8は 「雁木」である。残 りの 2つについては、本調査が足 らずに正

式な呼び名は不明であるが、写真 9を 「掛け出 し」、写真 10を 「桟橋」 と名付けた。

写真 9の 「(仮称)掛け出 し」は、岸か ら沖に向つて支柱を打ち込み、桟板を沖にい く

ほど低 くしているもので、潮汐による海面の昇降の影響を桟板の適当な場所を選ぶ こと

で克服するものである。ある程度までの海面の変化に対応できる。写真 10の 「(仮称 )

桟橋」は、掛け出 しと同様に支柱を打ち込んで桟板 を張つたものであるが、桟板に高低

がなく、海面の昇降が少ない船着場のものである。現在でも、琵琶湖等のように湖面の

昇降が少ない湖や池などで しば しば見ることの出来るものである。

写真 8 船場 「雁木」 江戸東京博物館

写真 9 船場 「(仮称)掛け出し」 江戸東京博物館

写真 10 船場 「(仮称)桟橋」 江戸東京博物館

dロロFヽ

‐

憂
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6.結 言

瀬戸内海の島々にある漁港では、階段状の船着場に漁船を接岸 しているところをよく

見る。しかし、今までの調査において、瀬戸内海に多く見ることができる階段状の「雁

木」は、瀬戸内海以外では、あまり見ることがない。船着場としての「雁木」は、決し

てポピュラーな船着場ではないようである。潮汐の影響が大きな瀬戸内海での知恵の現

れであろうか。

江戸時代の湊の風景画を見ても、階段状の「雁木」が描かれた湊は瀬戸内海を対象と

したものに見るだけである。大都市江戸の船着場の風景には、「掛け出し」が多く描か

れている。瀬戸内海ほど潮汐の影響が少ない江戸湾では、階段は不要であつたのだろう

か ?しかし、江戸幕府が流域改修を行なつた利根川水系には階段状の船着場跡があると

聞いている。さらなる調査が必要である。

舞阪宿の今切渡しの船場にあるスロープを「雁木」と呼ぶことには、非常な興味を覚

える。江戸時代には 「雁木」が船着場の名称として使われたものではないかと考える。

しかし、言語としての「雁木」についての調査研究は十分でなく、断言することはでき

ない。

本調査研究に関して、その始まりの段階でいろいろと助言提案 していただいた国森氏

を含めての「柳井川がんぎの会」の皆様にとともに、突然の質問に快く答えて頂いた多

数の現地の皆さんに感謝する。
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